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産婦人科領域におけ る6315-S (Flomoxef)の 使 用経験
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新 しい注射用oxacephem系 抗生剤6315-S (Flomoxef)を 産婦 人科領域の性器感染症17例 に

使用 し,本 剤の臨床効果と副作用について検討 し以下の成績を得た。

本剤は,1回1～2g,1日2回 の点 滴静注 にて投与 した。

本剤の臨床効果は,骨 盤腹膜 炎4例 では,著 効1例,有 効3例,子 宮内感染4例,子 宮傍結合織

炎1例 および子宮付属器炎3例 など骨盤内感染症計8例 では,著 効2例,有 効3例,無 効3例 で,

バル トリン腺膿瘍の5例 は,著 効1例,有 効3例 、無効1例 で あった。全症例に対する本剤の有効

率は76%で あった。

副作用について は,自 覚的 な副作用はな く,ま た,血 液検査 ・肝機能検査および腎機能検査 など

では,本 剤によると思われる異常値は,特 に認 め られなか った。

6315-S (Flomoxef: FMOX)は,こ のたび新 しく

塩 野義製 薬株式会社研 究所で 開発 され た, oxacephem

系注射用抗生 物質で ある。本剤 の化学構 造式 は,Fig.1

に示す ように,す でに同研究所で開発され臨床評価の定

ま って いるLatamoxef(LMOX)と 同一 の1- oxa-

cephem骨 格を有す るものである。

本 剤は多 くの第三 世代セ フェム剤 が とくにStaphy-

lococcus aureusへ の抗菌力が弱 い点を考 慮 し,か っ

メチ シ リン耐性S. aureusに も有 効性が十 分期待で き

る抗生物質 と して登場 して来 た。また,グ ラム陰性桿菌

Fig.1 Chemical structure of 6315-S

およ び嫌 気性菌 に対 して もLMOXと 同程度 の抗菌 力

を有 し,本科領域各種感染症にその有効性が期待 され る。

今回,著 者 らは,塩 野義製薬株 式会社 か ら本剤の供与
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Table 1 Clinical results of 6315-9

を受け,産 婦人科 領域性器感染症を対象 として,そ の臨

床評価を行な ったので以下 にその成績を報告 する。

I. 対象 と投与方法

対象は,昭 和60年7月 か ら昭和61年1月 まで に大阪

医科大学 および関連施設7機 関の産婦人科に入院 した患

者のうち,骨 盤腹膜炎4例,子 宮付属器炎3例,産 褥熱

2例,子 宮内膜炎 ・子宮傍結合織炎および子宮溜膿腫各

1例,バ ル トリン腺 膿瘍5例 の計17例 であ る。年令 は

25～82歳 に分布 して いた。

本剤 の投与 方法 は,1回1～29,1日2回 の点滴静

注で3～13日 間行 な った。

II. 効 果 判 定 基 準

臨 床効 果の判定は,自 他覚症状 の改善度に より下記の

基準で判定 した。

著効: 主要自他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し。治

癒 に至 った場合

有効: 主要自他覚症状が3日 以内に改善傾向を示 し,

その後治癒 した場合

無効: 主要 自他覚症状が3日 経過 して も改善 されない

場合

手術 一切開などの外科 的療法 を併用 して有効であ った

ものは,著 効 とせず 全て有効 と した。

III. 臨 床 成 績

入院患者 の性器感染症17例 に本剤 を投与 し,そ の臨

床成績 はTable1～3に 示すとお りである。

各感染症の臨床効果は,骨 盤腹膜炎4例 の うち,著 効

1例,有 効3例,子 宮付属器炎3例 は全例無効,産 褥熱
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Table 2 Laboratory finding of 6315-s

B: Before, A: After, *: K.A

Table 3 Clinical effects of 6315-S

2例 は全例著効,子 宮内膜炎 ・骨盤死腔炎および子宮溜

膿腫の各1例 は全例有効,バ ル トリン腺膿瘍5例 は,著

効1例,有 効3例,無 効1例 であった。すなわち,性 器

感染症17例 の うち,著 効4例,有 効9例,無 効4例 で,

有効以上 の成績を示 した本剤の有効率は,76%で あった。

細菌学的効果判定が可能であった症例は,11例 であ り,

その成績 は陰性化8例,菌 交代2例,不 変1例 で,菌 交

代を も含めた菌消失率は90,9%で あ った。なお,本 剤投

与後出現菌はEnterococcus faecium, Pseudomonas

aeruginosaの 各1株 で,い ず れ も本剤 に対す る最小

発育 阻止濃度(MIC)は100μg/ml (106 cfu/ml)以

上の高度耐性菌であ った。

ここに良好な経過 をとった1例 を例示す る｡

症例1.M.K.82歳,39kg,子 宮溜膿腫

本症例は,子 宮体癌末期 にて放射線治療 中,発 熱 と膿

性の帯下 を主訴 と し,子 宮溜膿腫 の診断の もとに,本 剤

を1回19,1日2回 点滴静注で11日 間の投与を行な っ

た。

本剤投与開始後5～6日 目頃より,主 要症状は消失,

投 与開始時 白血球 数9210→7900,CRP(+)→(-)と な

り有効で あった。

なお,細 菌学的効果は投与前の子宮分 泌物 よ りP卜o-

teus mirabilis (MIC 0.2),Bacteroides fragilts

(MIC 1.56)の 検 出をみたが,そ の後 自他覚症状 の改善

と ともに,6日 目には膿性 分泌物 は認 め られず菌は消失

した。

Iv. 副 作 用

副作用 と しては,自 覚的症 状の副作用 は,全 例に認 め

られなか った。

症例10で,本 剤 投 与 開始 後3日 目にGOT26→65,

GPT36→128, Al-P 151→314と 上昇 したが,投 与終
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了時 には それぞれ13,27,351と な り。A1-Pを 除いて

正常域に戻 った。

症例2で,本 剤 投与開 始後5日 目にGOT24→91と

上昇 したが、5日 後には正常域 に戻 った。

以上,い ずれの臨床検査値の異常 変動 も,本 剤投与中

に一過性 に上昇を認めた ものの,因 果関係 は不明であ る。

V. 考 察

最近,セ フェム系抗生剤 を中心 に抗菌 スペ ク トラムを

拡げ,抗 菌力を増大 させ る目的で各種の誘導体の開発が

盛んに行 なわれてい る。

この たび,塩 野義製 薬株式 会社 研究所で 開発 された

6315-Sも その一環 であ り,既 存 の第三世代セ フェム系

注射用抗生剤 と して,評 価の高 いoxacephem系 抗 生

剤LMOXを さらに発展 させた ものであ る。

本剤の抗 菌力は,グ ラム陰性桿菌に対 して はLMOX

並の抗菌力を保持 しつつ,第 三世代 共通の弱点 とされ る

グラム陽性菌に対 して も強い抗菌力を示す と言われてい

る1)。特 に従来のセ フェム系およびメチシ リン耐性 ブ ド

ウ球菌のみ ならず,嫌 気性 菌を含む広範 な菌種に対 して

も十分な抗菌作用を有す るものとな った2)。

著者 らは,本 剤 を産婦人科 領域の性 器感 染症17例 に

試用 した。臨床効果は満足 すべき成績を得,全 国産婦人

科領域感染症研究班の集計 成績2)と ほぼ一致 した成績 で

あった。細菌学的効果判定 は,部 位 の関係上十分な検 討

は難 しいが,判 定 し得た症 例における菌消失率は,90%

と優れた効果があ り,本 剤 の基礎的検討成績を反映 した

成績が得 られた。

副作用 と しては,自 覚的な ものおよび本剤投与前後に

施行 した血液検査,肝 機能 検査,腎 機能検査において特

記すべ き例は なか った。 ただ,2例 にGOT・GPT・

A1-Pお よびGOTの 一過 性 の上昇 をみたが,本 剤 と

の関連 は明 らかでなか った。

近年,産 婦人科領域の感染症で は,Eseheriehia coli

を主 体とす るグラム陰性菌 および嫌気性菌に起因す るも

のが依然 と して主流を占めて いる。 しか し一方 では,グ

ラム陰性菌 に卓越 した抗菌 力 を有す る第3世 代 セフェム

剤 の登場 により,菌 交代の型で これ ら薬剤が弱点 とされ

るグラム陽性菌,と くにブ ドウ球菌の検 出頻度が高 まり

つつある点が臨床上問題 になって きた3)。 このよ うな現

況 か ら,本 剤のin vitroに おけ る抗菌 スペ ク トラム,

抗菌作用,そ して今回の臨床応用の成績か ら,本 剤は,

産婦人科領域各種感染症に十分適応でき,有 用な抗生剤

と考え られ る。
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6315 -S (flomoxef) , a new oxacephem antibiotic, was administered to 17 patients with 
female genital infection (pelvioperitonitis, 4 cases ; puerperal fever, 2 ; endometritis, 1; pelvic 
cellulitis, 1 ; pyometra, 1 ; adnexitis, 3 ; and Bartholin's abscess, 5) at doses of 1. 0 g or 
2.0 g, daily by drip infusion. 

Clinical response was evaluated as excellent in 4 cases, good in 9 and poor in 4. 
Efficacy rate was : pelvioperitonitis, excellent 1, and good 3 ; in infection of the uterus, 

excellent 2, good 3, poor 3 ; Bartholin's abscess, excellent 1, good 3, poor 1. 
No adverse reaction was observed in this study.


